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2012年（平成24年） 　7月15日日発行

2……平成24年度市職員採用候補者試験
3～6……なばり市議会だより
7……国津の杜の行事　　8……山口 螢選手ロンドン五輪出場

人口と世帯数
7月1日現在　（　）は前月比

人口　82,292 人（± 0人 )　　男　39,842 人 （± 0 人）　 女　42,450 人（± 0人）　世帯数　32,640 世帯（＋ 13世帯 )

　「名張市消費生活協議会」をご存じですか。消
費者トラブル防止など消費者を守る活動をしてい
る団体です。
　今年度は、消費者支援功労者として「ベスト消
費者サポーター章（消費者庁長官表彰）」を受章
するなど、市内の振り込め詐欺被害が後を絶たな
い中、その活動が注目されています。
　今号では、名張市消費生活協議会会長の奥野
幸
さ ち よ

代さんにお話を伺いました。

　

市
役
所
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
は
、

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３
ヵ
月
間
で
、

42
件
の
消
費
生
活
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
中
に

は
「
海
外
通
貨
へ
の
両
替
詐
欺
」「
未

公
開
株
・
社
債
勧
誘
詐
欺
」
な
ど
で

１
０
０
万
円
以
上
の
被
害
が
発
生
し
て

い
る
事
例
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

詐
欺
の
手
口
は
よ
り
複
雑
化
、
巧
妙

化
し
て
お
り
、
実
際
に
詐
欺
に
あ
っ
た

と
気
づ
い
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
市
が
把
握
し
て
い
な
い
詐
欺

被
害
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
内
に
は
安
心
・
安

地域ぐるみで地域ぐるみで
詐欺を防ぐ詐欺を防ぐ

 総合窓口センター　  63‐7416

　名張市消費生活協議会では、「消費者トラブ
ル防止」「環境やごみの問題」「地産地消など食
の安全・安心」を 3本柱に消費者啓発に取り組
んでいます。
　市内でも、消費者トラブルが増えており、特
に高齢者が被害にあうケースが多くなっていま
す。被害にあった人の中には「自分が詐欺に遭
うはずがない」と思い込んでいたり、警戒心が
なかったりする人もいます。被害防止には、詐
欺の手口を知り、的確な判断をすることが求め
られます。
　こうした中、被害に遭わないためのポイント
をどうすれば皆さんの記憶に残すことができる
かを考え、5年前から啓発に寸劇を取り入れて

います。また、啓発の機会を増やすために、市の出前トークでもわたしたちの
寸劇を取り入れていただきました。寸劇をご覧いただいた人からは「詐欺グル
ープの手口や疑うポイントなどが分かり、いい勉強になった」「知り合いにも教
えたい」という声をいただくなど、わたしたちのやる気につながっています。
　今後も、会員がいろいろな研修会で学んだ最新の詐欺情報などを寸劇に取り
入れ、役立つ情報を楽しく分かりやすく伝えていきたいと思います。
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で
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０
万

円
を
超
え
る
詐
欺
被
害
が
発
生

全
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消
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必
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発
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。
そ
れ
が
「
名
張
市
消
費
生
活
協

議
会
」で
す
。
昭
和
52
年
の
発
足
以
降
、

そ
の
時
代
、
時
代
に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
消
費
者
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
発
足
当
初
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
に
取
り
組

み
、
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こ
数
年
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、
消
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ト
ラ
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詐
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の
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。

　

市
と
協
働
で
行
う
出
前
ト
ー
ク
「
未

然
に
防
ご
う
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」で
は
、

消
費
者
ク
イ
ズ
や
、
振
り
込
め
詐
欺
を

題
材
に
し
た
寸
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を
実
施
す
る
な
ど
楽

し
く
分
か
り
や
す
い
情
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を
し
て

名張市消費生活協議会
会長　奥野 幸

さ ち よ

代さん

寸
劇
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に
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報
発
信

消費者に役立つ情報を、分かりやすく伝えたい。

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
長
年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

市
消
費
生
活
協
議
会
は
、
平
成
24
年
度

の
消
費
者
支
援
功
労
者
を
表
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す
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ベ

ス
ト
消
費
者
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。

　

詐
欺
被
害
を
防
止
す
る
に
は
、
ま
ず

は
、
自
ら
が
積
極
的
に
正
確
な
情
報
を

手
に
入
れ
、
的
確
な
判
断
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

周
り
に
い
る
人
に
よ
る
日
ご
ろ
の
見
守

り
が
大
切
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
被
害

に
あ
わ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
み
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な
で
対
策
を
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ん
で
地
域
ぐ
る
み
で
詐

欺
被
害
を
防
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

息子から電話で、交通
事故の

示談金 50 万円必要みた
い

おばあちゃん助けて～

大金やけど…
かわいい孫の
ためやからなぁ　

出前トーク「未然に防ごう消費者トラブル」をご注文ください
　地域の会合や高齢者学級など、10人以上のグループでご利用ください。　地域の会合や高齢者学級など、10人以上のグループでご利用ください。
申込申込　　開催希望日の 2週間前までに、電話などで、開催希望日、団体名、代表開催希望日の 2週間前までに、電話などで、開催希望日、団体名、代表
者住所、代表者氏名、参加予定人数、会場名を問い合わせ先へ者住所、代表者氏名、参加予定人数、会場名を問い合わせ先へ

◎その他にも「防災」や「名張の歴史」など 100 テーマをご用意しています。◎その他にも「防災」や「名張の歴史」など 100 テーマをご用意しています。

名張市消費生活協議会による振り込め詐欺を題材にした寸劇名張市消費生活協議会による振り込め詐欺を題材にした寸劇
出前トークでも実施され、「手口や疑うポイントがよく分かる出前トークでも実施され、「手口や疑うポイントがよく分かる」」と評判です。と評判です。

　広報対話室　  63‐7402

正
確
な
情
報
の
収
集
と

周
り
に
い
る
人
の
見
守
り
が
大
切



2012 年（平成 24年）7月 15日日　2

公文書公開請求実績　【公開率…100％】
　▼請求件数…173 件（取り下げ 5件を含む）
　▼公開…117件、部分公開…34件、文書不存

在…17件、非公開…0件　
　▼異議申立…10件
◎審議会などの会議も公開
　▼開催回数…284 回（全部公開…98 回、一

部公開…11回、非公開…175 回）
　▼のべ傍聴人数…33人
※会議録は市ホームページで公開しています。

 総合窓口センター   63‐7416

平成23年度「情報公開制度」
運用状況を報告します

市の個人情報取扱事務件数…539件　
　※平成24年3月末現在
平成23年度個人情報開示請求実績
　・市民部…1件　・上下水道部…1件
　・市立病院…13件　・教育委員会…4件
　・消防長…3件
　▼開示…17件、部分開示…3件、文書不存在
…2件、非開示…0件

※個人情報の訂正、是正、削除および中止の
請求などはありませんでした。

 情報政策室　  63‐7348

平成23年度「個人情報保護制
度」運用状況を報告します

　車両火災で人命救助・初期消火にご協力い車両火災で人命救助・初期消火にご協力い
ただいた後、その場を立ち去られた2人の情ただいた後、その場を立ち去られた2人の情
報を求めています。ご存じの人は、問い合わ報を求めています。ご存じの人は、問い合わ
せ先へご連絡ください。せ先へご連絡ください。

発生日時発生日時　6月11日　6月11日月月午前午前10時15分ごろ10時15分ごろ
発生場所発生場所　国道165号（桔梗が丘5）　国道165号（桔梗が丘5）
  名張市消防本部名張市消防本部   6 63‐3‐14111411、、663‐3‐09990999

採用職種／採用予定人数 受験資格（下記のほかにも法律などにより一定の要件があります）
一般事務職（上級）
／5人程度
一般事務職（中級）
／2人程度
一般事務職（初級）
／1人程度
土木技術職
（上級）

電気技術職
（上級）
電気技術職
（中級）

保健師／1人程度

昭和58年4月2日以降に生まれ、大学（短期大学を除く）卒の人
（平成25年3月卒業見込みの人を含む）
昭和58年4月2日以降に生まれ、短期大学または高等専門学校卒の人
（平成25年3月卒業見込みの人を含む）
昭和58年4月2日以降に生まれ、高校卒または同等の資格を有する人
（平成25年3月卒業見込み又は資格取得見込みの人を含む）　
昭和58年4月2日以降に生まれ、土木技術の専門課程を履修した人で大学
（短期大学を除く）卒の人（平成25年3月卒業見込みの人を含む）
昭和58年4月2日以降に生まれ、土木技術の専門課程を履修した人で短期
大学又は高等専門学校卒の人（平成25年3月卒業見込みの人を含む）　
昭和58年4月2日以降に生まれ、電気技術の専門課程を履修した人で大学
（短期大学を除く）卒の人（平成25年3月卒業見込みの人を含む）
昭和58年4月2日以降に生まれ、電気技術の専門課程を履修した人で短期
大学又は高等専門学校卒の人（平成25年3月卒業見込みの人を含む）　
昭和58年4月2日以降に生まれ、建築技術の専門課程を履修した人で大学
（短期大学を除く）卒の人（平成25年3月卒業見込みの人を含む） 
昭和58年4月2日以降に生まれ、建築技術の専門課程を履修した人で短期
大学又は高等専門学校卒の人（平成25年3月卒業見込みの人を含む）　
昭和58年4月2日以降に生まれ、機械技術の専門課程を履修した人で大学
（短期大学を除く）卒の人（平成25年3月卒業見込みの人を含む） 
昭和58年4月2日以降に生まれ、機械技術の専門課程を履修した人で短期
大学又は高等専門学校卒の人（平成25年3月卒業見込みの人を含む）　
昭和48年4月2日以降に生まれ、保健師免許を有する人
（平成25年3月31日までに免許取得見込みの人を含む）
昭和37年4月2日以降に生まれ、看護師免許を有する人
（平成25年3月31日までに免許取得見込みの人を含む）
昭和58年4月2日以降に生まれ、高校卒または同等の資格以上の学歴を有
する人（平成25年3月卒業見込み又は資格取得見込みの人を含む）で次に
該当する人
▼身体障害者手帳の交付を受けている人
▼自力により通勤ができ、介護者なしで一般事務職としての勤務が可能な人
▼活字印刷文による筆記試験と口述による面接試験に対応できる人　
▼平成24年7月1日現在、名張市内に住民登録し、実際に居住している人
　（ただし、就学などのため一時市外に転出している人を含む）

土木技術職
（中級）

建築技術職
（上級）
建築技術職
（中級）

身体障害者対象
一般事務職（初級）
／1人

3人
程度

1人
程度

1人
程度

機械技術職
（上級）
機械技術職
（中級）

1人
程度

看護師（応急診療所
勤務）／1人程度

平成24年度 市職員採用候補者試験

試験日／場所　9月1日土／市立病院（百合が丘西1）
採用日　平成25年4月1日 
申込　受験申込書〔市立病院事務局経営総務室（〒518
‐0481　百合が丘西1‐178）で配布〕、その他必要
書類を8月17日金までに問い合わせ先へ提出

 職員選考委員会事務局（市立病院経営総務室内）
　  61‐1100

  あなたの情熱を、

                                          名張のために
！

採用日　平成25年4月1日
申込　受験申込書〔市役所2階人事研修室（〒518‐0492 鴻之台1‐1）で配布〕、その
他必要書類を8月17日金までに問い合わせ先へ提出

 職員試験委員会事務局（人事研修室内）  63‐7315

試験日／場所　
＜第1次試験＞9月16日日／市役所（鴻之台1）
＜第2次試験＞10月27日土・28日日のうちいずれか指定する日／市役所 
                    ※第1次試験合格者が対象

◎いずれも受験申込書は市ホームページから出力可。郵送での
申込は、必ず特定記録郵便（消印有効）で。詳しくは、市ホ
ームページをご覧いただくか、それぞれの問い合わせ先へ

　名張地区の下水工事期間を下記のとおり延
長します。ご迷惑をおかけしますが、ご協力
をお願いします。なお、店舗などにお越しの
際は、ガードマンが誘導します。
中町の工区…7月 31日火まで　
木屋町の工区…10月 15日月まで

 下水道建設室　  63‐7812

名張地区の下水工事期間を
延長します

採用職種／採用予定人数 受験資格（下記のほかにも法律などにより一定の要件があります）

看護師／15人程度

看護教員／若干名

○平成25年3月に、看護専門学校、看
護短期大学、看護大学を卒業すること
が見込まれ、平成25年3月31日までに
看護師免許を取得予定の人で交替勤
務が可能な人
○昭和37年4月2日以降に生まれ、看護
師免許を有し、交替勤務が可能な人
次のいずれかに該当する人
①昭和３７年４月２日以降に生まれ、５年
以上の勤務経験がある看護師で看護
教員養成講習会を終了した人（平成２5
年３月３１日までに看護教員養成講習会
を終了見込みの人を含む）
②昭和37年4月2日以降に生まれ、看護
学校・看護短期大学（3年課程）、看護
大学卒業後、専門分野の教育内容のう
ちの一つの分野に3年以上従事した看
護師で、大学で教育に関する科目を4単
位以上履修した人
③昭和52年４月２日以降に生まれ、看護
学校・看護短期大学（3年課程）、看護
系大学卒業後、5年以上の勤務経験が
ある看護師（採用後看護教員養成講習
会を受講できる人）

あなた
              名張のためにににににににににににににににに！！！！！！

  あ
                              
あな
       

「農産物販売年間100万円」を目標にする農業研修会　　日時　7月24日火、8月6日月 午後2時～　場所　市役所3階301会議室　内容　「秋冬野菜の栽培」
　対象　農業経験があり、農産物の販売を計画している人　申込　事前に電話で問い合わせ先へ　　◎参加無料　　  農林資源室　  63‐7625

今
年
度
採
用
職
員

今
年
度
採
用
職
員
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発行■名張市議会
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発
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成
24
年
６
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
（
第
３
５
２
回
）
は
、

６
月
８
日
開
会
、
26
日
閉
会
の
19
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、
市
税
条
例
の
改
正
な
ど
の
報
告

２
件
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
の
ほ
か
、
名
張
市
土
地

開
発
公
社
の
解
散
、
公
社
保
有
土
地
を

買
い
戻
す
た
め
の
地
方
債
の
許
可
申
請

に
つ
い
て
な
ど
の
議
案
11
件
、
議
員
提

出
議
案
２
件
の
計
15
議
案
で
あ
る
。

3　2012年（平成 24年）7月 15日日

　

補
正
予
算
は
一
般
会
計
の
み
で

７
０
３
０
万
円
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

主
に
国
県
の
補
助
金
や
基
金
と
の
財
源

の
組
み
換
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
歳

出
の
主
な
も
の
は
災
害
復
旧
費
、
地
域

振
興
費
、
成
人
保
健
事
業
費
な
ど
で
あ

る
。
補
正
予
算
は
６
人
が
質
疑
を
行
い

熱
心
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
本
会
議
、
常
任

委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。
請
願
は
３
件
提
出
さ
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と
な
っ
た
。

一
般
質
問
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
当
局
の
考
え
を
た

だ
し
た
。

　名張市議会では、平成23年10月28日議会改革検討
準備委員会（永岡禎委員長）を立ち上げ、議会改革に
向けての検討項目などの協議を重ね、24年3月26日議
長に結論を答申しました。
　答申に基づいて、8月には（仮称）議会改革検討委
員会を設置する予定です。なお、学識経験者委員には
近畿大学法学部准教授 辻 陽

あきら

さんに依頼することを決
め、5月19日に承諾を得ました。市民委員は6月29日ま
でに公募を終え、７月中に選考を予定しています。

　食は生活の基本であり、健康な心や体づくりのみなら
ず、食を通したコミュニケーション、地域伝統文化の継
承、自然との共生など、あらゆる分野にわたって重要な役
割を担っています。
　また、食は生きるうえでの基本であり、知育・徳育およ
び体育の基礎となるべきものと位置づけられています。さ

まざまな経験を通じて「食」に関する知識と選択する力を
身に付け、地産地消、家庭での共

きょうしょく

食など、幅広い観点で
健全な食生活を実践できるよう食育の推進が求められて
います。
　平成１７年６月に食育基本法が制定され、市町村に食育
推進計画策定の努力義務が課されましたが、名張市では未
だ策定されていないのが現状です。これらを踏まえ、検討
委員会を立ち上げ、議員提案による名張市食育推進条例の
制定に取り組んでいます。

 メンバーは…
食育推進条例検討委員会　〔座長〕吉住 美智子　〔副座長〕川合 滋　〔委員〕森岡 秀之、豊岡 千代子、三原 淳子

no.no.
6565

一
般
会
計
補
正
予
算
７
０
３
０
万
円
を
可
決

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
２
６
１
億
２
７
３
０
万
円
と
な
る

『『議会改革議会改革』』
進行中！進行中！

with YOU with YOU ～あなたとともに～～あなたとともに～

『開かれた議会』を実現してまいります。

議員提案で食育推進条例を!議員提案で食育推進条例を!

議会改革の進展状況は、
随時、「なばり市議会だよ
り」でお知らせいたします。

　名張市議会は、これからも、市民の皆さまの声を　名張市議会は、これからも、市民の皆さまの声を
反映できるように、議会機能の向上を図っていきます。反映できるように、議会機能の向上を図っていきます。
また、情報公開や説明責任を果たすとともに、独自性また、情報公開や説明責任を果たすとともに、独自性
を発揮する議会として、期待に応えるよう努めてまいを発揮する議会として、期待に応えるよう努めてまい
ります。ります。

給食の時間に行われる食育の様子（赤目保育所）
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質問は議員から提
出された原文を尊
重し、編集して掲
載しています。

一般質問
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【
公
明
党
】
石
井
政

災
害
対
応
力
の
向
上

　

答
弁　

補
完
の
機
能
を
充
実

平
時
の
危
機
管
理
の
重
要
性

は
行
政
の
み
な
ら
ず
自
助
（
個

人
）
も
同
様
だ
。
戦
後
の
大
き
な
災

害
は
伊
勢
湾
台
風
だ
。
２
年
後
に
災

害
対
策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
死
者
が

減
少
し
た
。
防
災
の
本
質
は
人
が
死

な
な
い
こ
と
だ
。
自
分
の
命
を
守
り

ぬ
く
自
助
、
災
害
時
要
援
護
者
対
策
、

自
主
防
災
組
織
の
強
化
と
、
道
路
や

橋
梁
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、
市

の
取
り
組
み
を
問
う
。

防
災
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
が
あ
り
、
補
完
の
原
則
が

機
能
す
る
必
要
が
あ
る
。
市
民
の
防

災
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
。
訓
練
・

啓
発
に
努
め
る
。
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
災
害
要
援
護
者
名
簿
作
成
を
地

区
な
ど
の
協
力
体
制
の
も
と
活
用
す

る
。
主
要
幹
線
道
路
の
橋
梁（
24
カ
所
）

は
老
朽
化
対
策
を
実
施
し
た
。
今
後

も
点
検
調
査
し
実
施
し
て
い
く
。

地
域
に
不
足
す
る
産
科

　

答
弁　

ま
ず
小
児
医
療
を
充
実

市
立
病
院
は
開
院
当
初
28
人

の
医
師
が
い
た
。
研
修
制
度

の
改
正
な
ど
で
22
人
ま
で
減
少
し
た

が
、市
長
、病
院
の
努
力
に
よ
り
現
在
、

32
人
の
医
師
を
確
保
し
た
こ
と
に
対

し
、
議
員
の
立
場
か
ら
感
謝
す
る
。
地

域
医
療
支
援
病
院
に
承
認
さ
れ
た
こ

と
に
も
敬
意
を
表
す
る
。
地
域
に
不
足

す
る
産
科
設
置
に
つ
い
て
求
め
て
き

た
が
、
検
討
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

市
立
病
院
に
お
け
る
産
科
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。
産
科
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
小

児
医
療
セ
ン
タ
ー
」「
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
小
児
医
療
の
充
実

を
図
っ
た
段
階
で
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
重
要
課
題
と
し
て
、
産

科
の
設
置
に
取
り
組
む
。
小
児
医
療

の
充
実
に
よ
り
民
間
の
産
科
が
進
出

す
る
期
待
も
で
き
る
。

【
日
本
共
産
党
】
橋
本
マ
サ
子

受
入
れ
は
住
民
合
意
で

　

答
弁　

説
明
会
を
開
催
す
る

三
重
県
・
市
長
会
・
町
村
会

は
震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理

の
対
応
に
つ
い
て
、「
合
意
書
」
と
「
覚

書
」
を
結
ん
だ
。
県
は
震
災
が
れ
き
を

受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
基
本
的
な
考

え
方
を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り
、

県
民
に
意
見
を
募
っ
た
が
、
放
射
能
汚

染
に
対
す
る
不
安
は
払
し
ょ
く
さ
れ

て
い
な
い
。
が
れ
き
量
な
ど
現
地
の
正

確
な
情
報
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

が
れ
き
の
受
け
入
れ
は
「
安
全
確
保
」

と
「
住
民
合
意
」
が
必
要
だ
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
意

見
は
１
２
４
４
件
寄
せ
ら
れ

た
。
住
民
の
不
安
払
し
ょ
く
に
向
け
、

県
と
綿
密
な
協
議
・
調
整
を
行
う
。
説

明
会
の
日
程
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
周
知

し
、
十
分
な
資
料
と
情
報
提
供
に
努

め
、
住
民
の
安
心
と
理
解
を
得
た
い
。

生
活
交
通
網
の
確
立
を

　

答
弁　

多
様
な
主
体
が
一
体
で

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
多
い
名
張

の
地
形
は
、
高
齢
化
に
向
け

た
「
生
活
交
通
網
」
の
確
立
が
、
衣
食

住
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
重
要
だ
。
交
通
空

白
地
・
不
便
地
で
は
す
で
に
地
域
の
皆

さ
ん
の
努
力
で
、
独
自
に
バ
ス
な
ど

の
運
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。
地
区
住

民
の
要
望
に
基
づ
き
、
通
学
や
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
」
行
き

の
代
替
え
を
し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

暮
ら
し
・
教
育
・
福
祉
・
観
光
利
用

な
ど
、
誰
で
も
安
い
運
賃
で
市
内
を

縦
横
に
移
動
で
き
る
交
通
網
の
仕
組

み
作
り
を
求
め
る
。

市
民
の
代
表
者
・
学
識
経
験

者
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
業
界

な
ど
の
関
係
者
で
公
共
交
通
に
つ
い

て
協
議
し
て
き
た
。
多
様
な
主
体
が

一
体
と
な
っ
て
、
交
通
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
実
施
計
画
を
、

今
後
２
ヵ
年
を
目
標
に
作
り
た
い
。

【
心
風
会
】
川
合
滋

地
域
組
織
と
消
防
団

　

答
弁　

活
動
協
力
員
制
度
検
討

各
地
域
で
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
が

作
成
さ
れ
、
15
地
域
づ
く
り

組
織
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を
出

し
て
き
て
い
る
。
反
面
、
各
地
域
づ
く

り
組
織
が
歩
調
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
も
あ
る
。
そ
れ
は
老
人

や
子
ど
も
な
ど
へ
の
対
応
だ
。
消
防

団
も
現
在
の
９
分
団
体
制
か
ら
、
地

域
づ
く
り
組
織
ご
と
の
15
分
団
に
改

編
す
べ
き
だ
。

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
、
地

域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
地
域
部
に
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
将
来

地
域
づ
く
り
組
織
ご
と
の
分
団
編
成

が
必
要
と
考
え
る
が
、
当
面
消
防
団

Ｏ
Ｂ
な
ど
で
構
成
す
る
消
防
活
動
協

力
員
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

住
宅
団
地
の
コ
ミ
プ
ラ

　

答
弁　

費
用
対
効
果
の
検
討

住
宅
団
地
の
公
共
下
水
道
整

備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
南
部
処
理
区
の
つ
つ
じ
が
丘
・

百
合
が
丘
は
公
共
管
理
を
先
行
さ
せ

る
方
針
と
思
う
が
、
北
部
処
理
区
に

入
っ
て
い
た
合
併
処
理
場
は
ど
う
な

る
の
か
。
こ
こ
に
は
、
住
民
が
自
主

管
理
運
営
し
て
い
る
処
理
場
が
あ
る
。

地
域
住
民
は
、
一
日
で
も
早
い
公
共

管
理
を
望
ん
で
い
る
。

桔
梗
が
丘
第
３
処
理
場
区
域

な
ど
の
中
央
処
理
区
の
住
宅

団
地
は
、
順
次
公
共
下
水
道
へ
接
続

し
て
い
く
。
旧
北
部
処
理
区
の
住
宅

団
地
は
、
第
３
期
の
事
業
認
可
を
取

得
し
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
。
接

続
か
公
共
移
管
し
そ
の
ま
ま
稼
動
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
を

加
味
し
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

【
清
風
ク
ラ
ブ
】
森
岡
秀
之

地
域
づ
く
り
の
法
人
化

　

答
弁　

法
人
化
を
推
進

ゆ
め
づ
く
り
協
働
事
業
を
進

め
て
い
く
た
め
の
、
行
政
の

役
割
と
地
域
の
役
割
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
法
人
化
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。　

ゆ
め
づ
く
り
協
働
事
業
提
案

制
度
に
お
い
て
は
、
事
業
ご

と
に
地
域
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
協
働
に
よ
り
取
り
組
む
。
財

政
状
況
や
地
域
力
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
役
割
分
担
は
各
事
業

に
お
い
て
地
域
と
行
政
の
合
意
で
解

決
を
図
る
。
地
域
づ
く
り
組
織
の
法

人
化
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
お

り
、
法
人
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

土
地
利
用
と
農
業
連
携

　

答
弁　

連
携
を
図
り
計
画
作
成

都
市
整
備
部
に
お
け
る
平
成

24
年
度
ま
で
の
計
画
「
土
地

利
用
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
進
捗
と
、

産
業
部
に
お
い
て
25
年
度
ま
で
に
立

案
す
る
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

の
連
携
は
。

22
年
度
に
三
重
県
に
よ
り
「
農

業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
」

が
変
更
さ
れ
、「
名
張
市
土
地
利
用
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
も
整
合
を
図
り

な
が
ら
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

を
作
成
す
る
。

【
心
風
会
】
幸
松
孝
太
郎

高
校
統
廃
合
の
問
題

　

答
弁　

地
域
協
議
会
へ
差
戻
し

県
立
高
等
学
校
の
再
編
活
性

化
に
関
し
て
、
県
教
育
委
員

会
が
進
め
て
い
る
平
成
27
年
度
市
内

２
校
の
統
合
案
と
、
目
指
す
学
校
像

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
市
民
の
声
を
県
に
届
け
る

た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。
市
教
育
委
員
会
の
考

え
方
を
問
う
。

地
域
協
議
会
の
委
員
を
見
直

し
た
う
え
で
、
原
則
公
開
の

協
議
会
を
再
度
開
い
て
統
合
案
な
ど

を
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
教

委
と
し
て
は
、
地
元
の
声
を
県
教
委

に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
案
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
非

常
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
目
指
す
学
校
像
に
つ
い
て
、
地

元
の
高
校
に
進
学
す
る
生
徒
を
全
て

受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
を
県
に
強

く
働
き
か
け
て
い
く
。

子
育
て
支
援
の
強
化
策

　

答
弁　

３
歳
未
満
を
拡
大

子
ど
も
部
の
新
設
に
よ
り
、

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
ど

の
よ
う
に
強
化
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
に

よ
り
ど
の
よ
う
な
「
名
張
躍
進
」
が

期
待
で
き
る
の
か
。

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
強

化
策
は
、
３
歳
未
満
児
の
受

け
入
れ
拡
大
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
だ
。
そ
の
他
に
も
、
子
育
て
相

談
の
内
容
充
実
、
マ
イ
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
拡
大
、
学
童
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
、
病
児
・
病
後
児
保
育
な

ど
の
特
別
保
育
の
推
進
な
ど
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
子
育
て
・
子

ど
も
支
援
に
係
る
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
。

コミュニティプラント北部処理区
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山
間
地
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
な
か
で
の

法
面
、
住
宅
団
地
の
一
部
も
急
傾
斜
地

に
指
定
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
る
の
で

行
政
支
援
を
求
む
。

一
定
の
基
準
に
よ
る
制
度
が

で
き
て
い
る
。
先
進
地
の
事

例
を
研
究
し
支
援
、
整
備
が
図
ら
れ
る

よ
う
県
に
要
望
し
て
い
く
。

【
清
風
ク
ラ
ブ
】
𠮷
田
正
己

地
域
医
療
支
援
病
院

　

答
弁　

良
質
な
医
療
提
供

か
ね
て
よ
り
名
張
市
は
、
地

域
医
療
支
援
病
院
指
定
の
申

請
を
提
出
し
て
い
た
が
、
平
成
24
年
６

月
１
日
に
、
市
立
四
日
市
病
院
と
四
日

市
社
会
保
険
病
院
と
共
に
承
認
を
受

け
た
。
指
定
を
受
け
る
事
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
は
。名

張
市
立
病
院
は
、
紹
介
率

75
・
８
％
、
逆
紹
介
率
43
・
８
％

で
、
紹
介
率
60
％
以
上
・
逆
紹
介
率

30
％
以
上
の
条
件
と
、
病
床
２
０
０
床

以
上
・
救
急
医
療
提
供
な
ど
、
地
域
医

療
支
援
病
院
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
。
地
域
医
療
全
体
の
質
の
向
上
の
た

め
に
、
他
の
医
療
機
関
と
よ
り
一
層
の

機
能
連
携
・
分
担
を
推
進
し
、
市
民
に

安
心
で
、
良
質
の
医
療
を
提
供
す
る
。

生
活
保
護
の
実
情
は

　

答
弁　

横
ば
い
状
態
で
推
移

最
近
、
生
活
保
護
制
度
が
マ

ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
話

題
と
な
り
、
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。
全

国
的
に
受
給
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
名
張
市
に
お
い
て
、
受
給
者
数

と
医
療
扶
助
費
増
な
ど
の
実
情
は
ど

う
か
。

平
成
20
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
以
降
に
増
加
し
た
保

護
申
請
や
生
活
相
談
が
、
現
在
も
横
ば

い
状
態
で
続
い
て
い
る
。
24
年
４
月
の

受
給
者
は
３
５
６
世
帯
５
３
２
人
で

あ
り
、
19
年
度
と
比
較
す
る
と
約
１
・

５
倍
で
あ
る
。
医
療
扶
助
費
は
、
単
純

に
抑
制
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

が
、
診
療
内
容
の
点
検
や
調
査
に
よ
り

適
正
受
診
体
制
を
図
り
、
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
む
。

【
公
明
党
】
富
田
真
由
美

救
命
・
防
災
教
育

　

答
弁　

推
進
す
る

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、

名
張
市
に
応
じ
た
小
中
学
校

の
救
命
・
防
災
教
育
を
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
、
進
め
て
き
た
の
か
。
社
会
の

一
員
と
し
て
救
命
技
術
を
身
に
付
け

る
た
め
、
中
学
３
年
生
に
普
通
救
命
講

習
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
種
行
事

な
ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
無
料
貸
し
出
し
す

べ
き
だ
。名

張
市
で
の
災
害
を
想
定
し

た
「
防
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
普
通
救
命
講

習
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
全
中
学
校

で
救
命
講
習
を
行
う
よ
う
に
す
る
。
市

民
の
生
命
を
守
る
観
点
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
無
料
貸
し
出
し
を
実
施
す
る
。

高
校
再
編
の
考
え
方
は

　

答
弁　

県
へ
要
望
す
る

子
ど
も
条
例
を
有
す
る
名
張

市
は
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
守
る

べ
き
だ
。
統
合
さ
れ
る
と
普
通
科
の
割

合
が
減
り
、
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
な
い
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

基
本
的
に
は
地
元
の
高
校
に

受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る

教
育
環
境
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
や
保

護
者
の
声
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

【
心
風
会
】
柳
生
大
輔

伊
賀
消
防
広
域
化
は

　

答
弁　

引
き
続
き
検
討

平
成
24
年
２
月
伊
賀
広
域
行

政
事
務
組
合
議
会
で
、
25
年

４
月
１
日
に
伊
賀
ブ
ロ
ッ
ク
広
域
化

決
定
と
の
最
新
計
画
が
示
さ
れ
た
が
、

広
域
化
に
必
要
な
環
境
整
備
が
進
ん

で
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
計
画

通
り
推
進
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し

い
と
考
え
る
。

消
防
の
広
域
化
に
つ
い
て
は
、

両
市
の
関
係
職
員
に
よ
る
事

務
的
な
検
討
を
踏
ま
え
、
伊
賀
ブ
ロ
ッ

ク
広
域
消
防
運
営
計
画
策
定
委
員
会

で
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
両
市
の
職
員

処
遇
の
調
整
や
救
急
医
療
体
制
の
明

確
化
が
難
航
し
、
目
標
と
し
て
い
る

25
年
４
月
に
向
け
て
の
広
域
化
実
施

は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
検
討
を
進
め
、
条
件
が
整

い
し
だ
い
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実

行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ど
う
す
る
が
れ
き
処
理

　

答
弁　

伊
賀
市
と
協
議
が
必
要

先
般
、
三
重
県
に
お
け
る
東

日
本
大
震
災
の
災
害
廃
棄
物

処
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
廃

棄
物
の
広
域
処
理
の
考
え
方
が
示
さ

れ
た
。
同
時
に
市
長
か
ら
三
重
県
市

長
会
会
長
の
立
場
と
し
て
、
が
れ
き

処
理
関
連
の
報
告
を
受
け
た
。
あ
ら

た
め
て
名
張
市
長
の
が
れ
き
処
理
に

対
す
る
見
解
を
問
う
。

国
難
と
も
い
え
る
東
日
本
大

震
災
被
災
地
の
、
一
刻
も
早

【
清
流
ク
ラ
ブ
】
髙
田
稔
嗣

警
戒
区
域
へ
の
伝
達
は

　

答
弁　

広
報
車
で
も
対
応

錦
生
地
区
は
、
三
重
県
よ
り

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
、
地
域
内
で
お
お
む
ね
５
０
０

戸
が
該
当
す
る
。
伊
賀
地
域
で
は
３

カ
所
目
で
あ
る
。（
伊
賀
市
は
２
カ
所
）

大
雨
に
対
し
て
の
安
全
確
保
に
自
助
・

共
助
の
努
力
は
必
要
で
あ
る
。
行
政
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ

Ｍ
な
ば
り
な
ど
で
注
意
を
呼
び
か
け

る
と
言
う
が
、
高
齢
者
家
庭
が
増
加

す
る
現
状
で
施
策
の
効
果
は
ど
れ
ほ

ど
あ
る
の
か
。
よ
り
綿
密
な
方
策
が

必
要
だ
。災

害
時
緊
急
情
報
が
配
信
さ

れ
る
「
防
災
ほ
っ
と
メ
ー
ル
」

に
３
９
０
０
人
が
登
録
。
名
張
市
土
砂

災
害
情
報
相
互
通
信
シ
ス
テ
ム
な
ど

に
よ
り
迅
速
、
正
確
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
状
況
に
よ
り
広
報
車
、
サ

イ
レ
ン
な
ど
で
も
対
応
す
る
。

急
傾
斜
地
へ
の
対
応

　

答
弁　

県
に
要
望
し
て
い
く

急
傾
斜
地
指
定
を
受
け
て
い

る
住
宅
地
で
５
戸
未
満
エ
リ

ア
へ
の
、
行
政
支
援
の
現
状
を
問
う
。

５
戸
以
上
の
区
域
で
は
、
安
全
確
保

の
た
め
に
行
政
の
支
援
が
得
ら
れ
る
。

浦
﨑
陽
介

「
通
学
路
の
安
全
対
策
」

各
地
で
通
学
時
の
事
故
が
多

発
し
て
い
る
が
、
市
内
の
通

学
路
の
歩
道
整
備
や
注
意
看
板
の
設

置
、
警
察
へ
の
規
制
標
識
の
設
置
要
望

を
行
う
べ
き
だ
。
教
育
委
員
会
で
は

あ
ぶ
な
い
看
板
を
作
成
し
て
い
る
が
、

交
通
安
全
用
の
注
意
看
板
を
作
成
す

る
べ
き
だ
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
設
置
し

て
い
る
が
、
事
故
な
ど
の
責
任
は
教

育
委
員
会
な
の
か
。
省
庁
か
ら
通
学

路
の
総
点
検
の
要
請
が
来
て
い
る
が
、

早
急
の
対
策
を
お
願
い
す
る
。

あ
ぶ
な
い
看
板
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

責
任
は
教
育
委
員
会
だ
。
各
学
校
の

報
告
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。　

三
原
淳
子

「
地
場
産
商
品
開
発
は
」

市
民
の
期
待
が
大
き
い
「
と

れ
た
て
名
張
交
流
館
」
の
８

月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
準
備
は
進
ん
で

い
る
か
。
名
張
の
地
場
産
商
品
開
発

の
推
進
と
地
産
地
消
を
進
め
、
市
内

農
業
の
発
展
と
、
経
済
が
活
性
化
す

る
取
組
み
を
求
め
る
。

現
在
、
出
荷
者
の
募
集
を
行

っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
地

場
産
野
菜
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
新
規
出
荷
農
家
育
成
研
修

会
を
開
催
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
を
契

機
に
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
が

深
ま
り
、
地
域
資
源
の
活
用
で
地
域
農

業
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

吉
住
美
智
子　

「
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
」

電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
る
中
、

市
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
庁
舎
の

節
電
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
経
済
産
業

省
は
、
消
費
電
力
量
の
多
い
白
熱
電

球
を
本
年
中
に
生
産
中
止
す
る
よ
う

メ
ー
カ
ー
に
要
請
し
た
。
庁
内
の
照
明

を
早
急
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
べ
き
だ
。

庁
内
の
照
明
は
約
１
５
３
０

個
あ
り
、
年
間
１
５
０
万
円

の
照
明
に
か
か
る
電
気
料
金
が
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
交
換
す
る
と
60
万
円
安
く
な
る
。

初
期
投
資
と
付
帯
工
事
に
多
額
の
経

費
が
か
か
る
が
、
平
成
25
年
度
以
降
、

使
用
頻
度
の
高
い
場
所
か
ら
交
換
を

検
討
す
る
。

い
復
興
を
進
め
る
た
め
に
、
が
れ
き
処

理
に
全
力
で
協
力
し
て
い
き
た
い
思
い

が
あ
る
。
一
方
で
、
自
治
体
に
は
、
市

民
の
安
全
と
安
心
の
生
活
を
守
る
と
い

う
重
大
な
責
務
が
あ
り
、
こ
れ
を
脅
か

す
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。今
後
、

市
民
に
対
し
て
十
分
な
資
料
な
ど
に
よ

る
情
報
提
供
や
説
明
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
伊
賀
市
と
の
密
接
な
連
携
を

図
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

防災ほっとメール

とれたて名張交流館完成イメージ
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9月9月9月
9月  4日火

7日金
10日月
11日火
12日水
13日木

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
決算

14日金
18日火
19日水
20日木
21日金
26日水

決算特別委員会（一般・特別会計）
決算特別委員会（企業会計）
総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

開会は午前 10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください（事前申込不要）。
一般質問はケーブルテレビで放映されます。

おことわり
議員からのお祝い金など寄付行為につきましては、公職選挙法に
より禁止されています。皆さまのご理解をお願いします。

ご意見・ご要望をお待ちしています

インターネットで会議録を見ることができます
名張市議会、名張市議会事務局（市役所ホームページ内）のホームペー
ジからアクセスできます。  http://www.city.nabari.lg.jp/gikai/

 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

議会の日程（予定）  ※日程を変更する場合があります。

議会広報特別委員会と名張商工会議所女性会との懇談会
　平成 24 年 5月17日、懇談会の第2弾として、アスピアにて名張商工会議所
女性会との懇談会を開催しました。なばり市議会だよりについて、多くの貴重な
ご意見をいただきました。

　名張市議会では、現在議会改革を進め
ています。一人でも多くの人に市議会への

関心を高めていただき、市民の皆さまの声をお聞きするための「出ずる議会」
として、名張高校、名張商工会議所女性会、㈳名張青年会議所との懇談を行いま
した。議会広報特別委員会では、いただいた声や意見を「なばり市議会だより」に
反映するよう、紙面づくりに取り組んでいます。

議員の表彰
山下 松一議員　
永年（25年）市議会議員の職にあるものとして、全国
および東海市議会議長会会長から表彰を受けました。

福田 博行議員、柳生 大輔議員　
全国市議会議長会評議員としての会務運営の功績によ
り、全国市議会議長会会長から感謝状を受けました。

可決した可決した議案議案

請願について請願について

● 報告第1号　　専決処分した事件（名張市市税条例の一部を改正する
条例）の承認について

● 報告第2号　　専決処分した事件（名張市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）の承認について

● 議案第49号　名張市ペット霊園の設置の許可等に関する条例の制定
について

● 議案第50号　名張市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

● 議案第51号　名張市土地開発公社の解散について

● 議案第52号　地方財政法第33条の5の7第1項の規定に基づく地方債
の許可申請について

● 議案第53号　三重県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関
する協議について

● 議案第54号　平成24年度名張市一般会計補正予算（第1号）について

● 議案第55号　比奈知小学校屋内運動場耐震補強及び改修工事（建
築・機械設備）請負契約の締結について

● 議案第56号　錦生小学校屋内運動場耐震補強及び改修工事（建築・
機械設備）請負契約の締結について

● 議案第57号　財産の取得について

● 議案第58号　財産の取得について

● 議案第59号　人権擁護委員の推薦について

● 議員提出議案第6号　「防災・減災ニューディール」による社会基盤再
構築を求める意見書の提出について

● 議員提出議案第7号　再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境
整備を求める意見書の提出について

● 請願第1号　「社会保障と税の一体改革」による消費税の増税は行わないことを求める意見書提出に関する請願→不採択

● 請願第2号　TPP交渉参加に向けた協議の中止を求める請願→不採択

● 請願第3号　年金額2.5％の削減中止を求める請願→不採択

もっと身近なもっと身近な「「なばり市議会
だよりなばり市議会だより」」にに

「皆様にとってわかりやすく、親しみやすい、 
 充実した紙面づくりを心掛けています」
（委員長）幸松 孝太郎 　（副委員長）𠮷田 正己
（委員）豊岡 千代子　森脇 和德　細矢 一宏　三原 淳子

日本共産党会派の橋本議員、三原議員は賛成
その他の議員は反対

賛否の分かれた議案はなし
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■ 朝日ファミリー劇場　劇団飛行船｢3びきの
こぶた・おもちゃランドのふしぎなたび｣

日時　8月3日金 ▼午前11時～午後零時40分
　　　　　　　  ▼午後2時～3時40分
◎入場無料（要整理券）
 朝日新聞桔梗が丘西部（平日午前9時～
午後5時）　  63‐8939

■ 小野バレエスタジオ発表会     
日時　8月5日日 午後2時～5時 
◎入場無料
 小野バレエスタジオ　  65‐0504

■ おきつもジャズフェスティバル
日時　8月19日日  午後3時～5時40分
入場料　3,000円　※当日500円増
共催　市教育委員会 ほか　     
 アドバンスコープADSホール  64‐3478

■ 裕次郎の夢～
　｢黒部の太陽｣チャリティ上映会　
日時　8月24日金 ▼午後零時30分～4時
　　　　　　　　 ▼午後5時30分～9時
入場料　1,000円　※当日200円増
 ㈱アドバンスコープ メディア事業部 　
 64‐7821

■ おきつも女声合唱団　第28回演奏会
日時　8月26日日 午後2時～4時
入場料　1,000円　※中学生以下無料
 新
あらたに

谷　  080‐1615‐5608

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

草木染教室 　藍で暖
のれん

簾を染めましょう
日時　8月 10日金　午前 9時 30分～正午
講師　楢

ならもと

本 美代子さん
定員　10人　　参加費　2,800 円
持ち物　作業がしやすい服装、タオル、エプ
ロン、ゴム手袋

申込　7月 17 日火から 23 日月までに、電
話で問い合わせ先へ　

※先着順。参加者が少ない場合は中止。参
加費には材料費を含みます。

1歳6か月児健診

9月4日火・5日水

8月7日火・8日水

3歳6か月児健診

9月25日火・26日水

8月21日火・28日火

生後5か月～8か月ごろの離乳食教室
　8月1日水 午後2時～3時30分　※要予約
★ 乳幼児健康相談（同日 午前9時30分～11時受付）

 健康支援室   63‐6970

保　  健センター（朝日町）での　
 親子すくすく行事

● 23年1月生

● 23年2月生

● 21年2月生

● 21年3月生

日時　8月14日火・28日火 午前10時～午後3時（受付は午後2時45分まで）
場所　産業振興センターアスピア（南町）  保険年金室   63‐7445年金相談

　7‐1号掲載「愛の献血」について　　▼血液の保存期間があり、しかも 21日しか持たないことに驚きました。
　　▼アンパンマンのエキスの記事を見て、輸血を待っている人の状況が鮮明に見え、献血をしようという気持ちになりました。

広報なばり
メールサポーター
アンケートより…

国民年金  こんな時にはこんな手続きを
日本に住む20歳以上60歳未満の人は、国民年金に加入しなければなりません。
届出を忘れると将来年金額が少なくなったり、受け取れない場合があります。

＜第1号被保険者＞　自営業者・学生・フリーター・無職の人など
　▼就職して、厚生年金や共済年金に加入⇒勤務先へ届出を
　▼配偶者（第2号被保険者）に扶養されるようになった⇒配偶者の勤務先へ届出を
＜第2号被保険者＞　会社員や公務員など厚生年金や共済年金に加入している人
　▼退職した⇒市役所1階保険年金室へ届出を
　▼退職して配偶者（第2号被保険者）に扶養されるようになった⇒配偶者の勤務先へ届出を
＜第3号被保険者＞　第2号被保険者に扶養されている配偶者
　▼就職して、厚生年金や共済年金に加入⇒勤務先へ届出を
　▼配偶者の扶養から外れたときや離婚したとき⇒市役所1階保険年金室へ届出を　
　▼配偶者が退職したとき⇒市役所1階保険年金室へ届出を　
　▼配偶者（第2号被保険者）が65歳になったとき⇒市役所1階保険年金室へ届出を　
　▼配偶者が会社を変わったとき⇒配偶者の勤務先へ届出を
＜20歳になったとき＞
　▼第1号被保険者に該当⇒市役所1階保険年金室へ届出を
　▼第3号被保険者に該当⇒配偶者の勤務先へ届出を
＜年金を増やしたい人＞　付加年金制度
　▼第1号被保険者（国民年金基金加入中の人を除く）⇒市役所1階保険年金室へ届出を
　　定額保険料に加えて付加保険料（月額400円）を納付すると、老齢基礎年金に上乗せさ
れる形で付加年金が支給されます。

◎詳しくは津年金事務所（ 059‐228‐9188）か保険年金室（ 63‐7445）へ

児童扶養手当・特別児童扶養手当
受給には現況届の提出が必要です

　現在、児童扶養手当や特別児童扶養手当を
受給している人が、引き続き受給するには、
現況届の提出が必要です。該当者には8月初旬
に通知します。
※いずれの手当も平成24年4月から手当月額が
減額され、8月期支払い（4～7月分）は下記
支給額となります。10月以降はさらに0.6％
減額予定です。
■児童扶養手当　支給月4・8・12月
対象　父母の離婚などで、児童（18歳に達す
る日以後の最初の3月31日までの間にある
人）を養育している人

　※児童の身体や精神に中程度以上の障害を有す
る場合は、20歳未満まで手当を受けられます。

支給額（所得に応じて変動）
▼児童1人の場合　
　全部支給…月額41,430円
　一部支給…月額9,780円～41,420円
▼児童2人以上の場合
　2人の場合は、5,000円の加算。3人以降は
さらに3,000円ずつ加算

　※いずれの場合も、所得が一定額以上の場
合は手当は支給されません。また、手当
の支給開始月の初日から起算して5年また
は手当の支給要件に該当するに至った日
の属する月の初日から起算して7年を経過
したとき、2分の1に減額されます（該当
者には事前に通知します）。

母子家庭の母親を対象とした
就労相談・就業支援

　母子自立支援員が個々の生活や子育てなどの
状況に応じて、就労相談やハローワークと連携
してきめ細やかな就業支援を行っています。
　就職に有利な資格取得に対する支援もあり
ます。
■自立支援教育訓練給付金
　厚生労働省が指定する講座（ホームヘルパー・
医療事務など）を受講した場合には、受講終了
後に費用の一部を支給します。 ※要事前相談

■高等技能訓練促進費
　看護師や介護福祉士、保育士、理学療法士、
作業療法士などの高等技能習得のために養成
機関で 2年以上修業する場合は、その期間、
一定の額を支給します。
※所得制限などもありますので、詳しくは問
い合わせ先へ

 子ども家庭室　 63‐7594

■特別児童扶養手当　支給月4・8・11月
対象　身体や精神に障害のある20歳未満の児
童を養育している人　

　※所得制限や児童が福祉施設に入所中など
の理由で手当を受けることができない場
合があります。

支給額（児童1人あたり）
▼障害の程度が1級　月額50,400円　
▼障害の程度が2級　月額33,570円

 子ども家庭室　  63‐7594
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アリス新谷歯科 矯正歯科

名張市桔梗が丘２－７－１８

診療時間
 AM 9:30~PM 1:00
PM 3:00~PM 7:30  

は PM 3:00～PM 6:30 まで   

月 日・祝金木水火 土
○ ○

○

○

○

○

○○

○

▲

▲

☎(0595) 65-1881ちょっとした悩みでもお電話下さい

歯科 CT 検査（結果即日）

口臭・歯ぐきのうずき・歯ぐきからの出血・　歯が浮く・
歯ぐきの腫れ・頬の腫れ・あご腫れ・あごのリンパの腫れ、
しこり・歯がぐらぐら・歯が抜けた・痛くて咬めない

歯周病外来
  http://alice-dental.com/

桔梗が丘駅

近鉄

プラザ

消防署

ローソン

桔梗が丘

小学校

R165

至
大
阪

至
伊
勢

至
青
山

至
奈
良

アリス新谷歯科・矯正歯科
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張
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山口 螢
ほ た る

 選手（矢川出身）
ロンドン五輪男子サッカー競技出場

みんなで、スペイン戦を
大型スクリーンで応援しよう！
日時　7月26日木 午後10時開場
　　　※試合開始は午後10時45分         
場所　産業振興センターアスピア（南町）
◎参加無料。申込不要
　モロッコ戦（7月30日月午前1時）、ホンジ
ュラス戦（8月2日木午前1時）も応援よろ
しくお願いします。  ※日時は日本時間

 市民スポーツ室　  63‐7100

　山口選手は、平成
2年生まれ。矢川出
身のプロサッカー選
手。
　錦生小学校で3年
生からサッカーを始
め、中学1年生でセ
レッソ大阪ジュニア
ユースに入団。現在
セレッソ大阪に所属

プロフィール

▲アジア大会優勝報告来庁
時に撮影（平成22年12月）

第1回　大丈夫、子育て順調よ！ーパパ、ママ、
ジイジ、バアバ み～んな一緒に遊ぼう！ー

日時　8月5日日 午後1時30分～3時30分
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
　※会場は土足厳禁。素足で遊びます。
講師　熊丸 みつ子さん（福岡県子育てアドバ
イザー）　

対象　市内在住・在学の子ども
と保護者、関心のある人　

◎参加無料。申込不要。第2回
は、10月に開催を予定してい
ます（講師は変わります）。

 名張きらめきの会（坪田）　  68‐5606

「子どもは社会の宝物！みんな
  で楽々子育て」参加者募集  

骨盤矯正エクササイズ
「ペルビックストレッチ」参加者募集

日時　8月26日日 
　▼キッズクラス　午後2時～3時
　▼初心者クラス　午後3時30分～4時30分
　▼経験者クラス　午後5時～6時　
　※キッズクラスの対象は小学生
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師　生

おいぬま

沼 幹夫さん（公立学校体育特別ダン
ス講師）

定員　各クラス40人　※先着順
申込　7月15日日以降に、電子メールで、住
所、氏名、年齢、電話番号、メールアドレ
ス、希望クラス、保護者
氏名（キッズクラス希望
者）を問い合わせ先へ

◎参加無料。当日は上履き
をご持参ください。

 ちーむＰ（濱田）　  65‐8059
　  teampdaze@yahoo.co.jp

「そうだ！ストリートダンス
  を習おう！」参加者募集

7月下旬に介護保険料納入通
知書を送付します

日時　8月8日水～10日金 午前10時～午後4時 
場所　総合福祉センターふれあい（丸之内）
◎参加無料。申込不要。写真展に協力いただけ
るボランティアを募集しています。協力いた
だける人は、問い合わせ先へ

 ひだまりにゃんこ（岡田）
　  080‐1471‐5838

第2回「いのちつないだ
ワンニャン写真展」を開催

日時　毎日午前6時30分～
　※雨天中止。11月30日金まで
場所　桔梗が丘小学校運動場
内容　名張市民の歌「あなたとわたし」を中
心にラジオ体操、名張バリバリ体操など

◎夏休み期間中、幼児、小・中学生には参加賞
を進呈。地域を問わず参加いただけます。

 桔梗が丘体操会（小坂）　  65‐2336

毎朝の体操で健康づくりの礎
いしずえ

を
「桔梗が丘体操会」を開催中

　7月下旬に、65歳以上の人に対して介護保
険料納入通知書を送付します。これは、平成
23年中の所得などにより確定した平成 24年
度の介護保険料額をお知らせするものです。
　特別徴収（年金からの天引き）の人には青色
のはがきで、普通徴収（納付書または口座振替
にて納付）の人には封書（中の納入通知書は茶
色）で通知します。
　なお、介護保険事業計画見直しに伴い、保険
料の基準月額が 4,202 円から 5,300 円に上が
りました。増額理由は次のとおりです。
▼計画で 65歳以上の人口と要介護認定者数の
増加を見込んでおり、これに伴って介護給
付費の見込額が増加したため

▼介護従事者の処遇改善などのため、4月から
介護報酬が引き上げられたことと、地域区分
（介護職員の人件費の地域差を調整する手当）
が見直されたため　など

 高齢・障害支援室　  63‐7599

日時　9月5日から11月28日までの毎週水曜日 
         午前11時15分～午後零時15分
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師　辻 明子さん （ペルビックストレッチ・マスターインストラクター） 
定員　20人 ※先着順     参加費　6,000円（12回）
申込　8月31日金までに、参加費を添えて武道交流館いきいきへ

 武道交流館いきいき　  62‐4141
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